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茨城さいばいだより令和３年５月１日 （P.1）

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度  

事
業
計
画

事
業
計
画

表1　令和3年度計画

事　業　名 区 分
生産計画・技術開発規模（計画）

放流・配付先等
種苗サイズ 目標数

⑴ヒラメ資源増大
　パイロット事業（ヒラメ） 種苗生産魚種 100㎜（全長） 85万尾

・北茨城市から神栖市地先海面に放流
　�（具体的な放流場所及び尾数は、栽培推進
協議会で協議決定する）

⑵水産種苗生産技術開発事業
　①放流用種苗生産事業（アワビ） 種苗生産魚種 35㎜（殻長） 30万個 ・沿海漁協等
　②配付用種苗生産事業（アユ） 種苗生産魚種 70㎜（全長） 20万尾 ・県内業者等
　③種苗量産技術開発事業
　　（鹿島灘はまぐり） 技術開発魚種 2㎜（殻長）1,000万個 ・�浮遊幼生期の生残率向上を目指した技術開発試験を実施・県水産試験場に引き渡し（放流調査用）
　④種苗生産基礎技術開発事業
　　（ソイ類） 技術開発魚種 30㎜（全長） 2万尾 ・妊娠魚を確保するための養成魚の飼育試験等を実施・県水産試験場に引き渡し ( 放流調査用 )

　⑤種苗生産基礎技術開発事業
　　（マコガレイ） 技術開発魚種

30㎜（全長） 17万尾 ・効率的に 60mmサイズへ成長させる試験を実施
・県水産試験場に引き渡し ( 放流調査用 )60㎜（全長） 3万尾

　⑥新規種苗生産基礎技術
　　開発事業（ナマコ） 技術開発魚種 20㎜（全長） 2万個体 ・安定的な人工採卵等を行う試験を実施・県水産試験場に引き渡し（放流調査用）

事　業　名 技 術 開 発 内 容 備　　　考

養殖産業創出事業（マサバ） ・採卵用親魚の搬入方法、養成方法、採卵方法等 ・親魚は採卵用親魚として飼育

２ １

３４

　
　

  

ヒ
ラ
メ
資
源
増
大
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業  

　

漁
業
者
の
負
担
金
の
ほ
か
、
県
の
補
助
金
の
交

付
を
受
け
、
ヒ
ラ
メ
の
種
苗
生
産
を
行
い
放
流
す

る
と
と
も
に
、
放
流
効
果
を
把
握
す
る
た
め
、
市

場
調
査
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

①
種
苗
生
産
・
放
流

　

１
０
０
㎜
サ
イ
ズ
ま
で
の
ヒ
ラ
メ
の
種
苗
を
次

表
を
目
安
に
生
産
し
、
関
係
漁
協
の
協
力
を
得
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
先
海
面
に
放
流
し
ま
す
。

②
放
流
効
果
把
握
調
査

　

ヒ
ラ
メ
の
放
流
効
果
を
把
握
す
る
た
め
、
県
内

各
産
地
市
場
の
卸
売
り
業
務
を
行
っ
て
い
る
漁
協

等
に
委
託
し
て
、
漁
業
種
類
毎
に
漁
獲
さ
れ
る
ヒ

ラ
メ
の
全
長
測
定
と
混
入
さ
れ
て
い
る
体
色
異
常

魚
の
尾
数
等
の
状
況
を
調
査
し
ま
す
。

　
　

 

水
産
種
苗
生
産
技
術
開
発
事
業

①
放
流
用
種
苗
生
産
事
業
（
ア
ワ
ビ
）

　

県
の
委
託
を
受
け
て
ア
ワ
ビ
種
苗
を
次
表
を
目

安
に
生
産
し
、
県
の
指
示
に
よ
り
配
付
し
ま
す
。

②
配
付
用
種
苗
生
産
事
業
（
ア
ユ
）

　

県
の
委
託
を
受
け
て
ア
ユ
種
苗
を
次
表
を
目
安

に
生
産
し
、
県
の
指
示
に
よ
り
配
付
し
ま
す
。

③
種
苗
量
産
技
術
開
発
事
業
（
ハ
マ
グ
リ
）

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
次
表
を
生
産
規
模
と
す

る
鹿
島
灘
は
ま
ぐ
り
の
種
苗
量
産
技
術
開
発
お
よ

び
親
貝
早
期
成
熟
技
術
開
発
等
を
行
い
ま
す
。

④
種
苗
生
産
基
礎
技
術
開
発
事
業
（
ソ
イ
類
）

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
次
表
を
生
産
規
模
と
す

る
ソ
イ
類
の
種
苗
生
産
基
礎
技
術
開
発
を
行
い

ま
す
。

⑤
種
苗
生
産
基
礎
技
術
開
発
事
業
（
マ
コ
ガ
レ
イ
）

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
次
表
を
生
産
規
模
と
す

る
マ
コ
ガ
レ
イ
の
種
苗
量
産
基
礎
技
術
開
発
を
行

い
ま
す
。

⑥
新
規
種
苗
生
産
基
礎
技
術
開
発
事
業（
ナ
マ
コ
）

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
次
表
を
生
産
規
模
と
す
る

ナ
マ
コ
の
種
苗
生
産
基
礎
技
術
開
発
を
行
い
ま
す
。

　
　

  

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
保
守
管
理
事
業

  

県
の
委
託
を
受
け
て
、
茨
城
県
栽
培
漁
業
セ
ン

タ
ー
の
機
械
設
備
の
定
期
点
検
、
夜
間
・
休
日
の

警
備
な
ど
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理
を
行
う
ほ
か
、

展
示
施
設
を
適
切
に
管
理
し
ま
す
。

　
　

 

栽
培
漁
業
普
及
事
業

　

茨
城
の
つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
普
及
啓
発
を
図

る
た
め
、
展
示
施
設
等
の
一
般
見
学
者
の
受
け
入

れ
の
ほ
か
、
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

①
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
へ
の
参
加

　

水
産
資
源
の
維
持
培
養
と
海
の
環
境
保
全
に
対

す
る
国
民
の
意
識
高
揚
等
を
図
る
第
40
回
全
国
豊

か
な
海
づ
く
り
大
会
（
令
和
3
年
10
月
3
日
、
宮

城
県
で
開
催
）
へ
の
参
加
を
支
援
す
る
た
め
、
同

大
会
茨
城
県
参
加
団
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

②
機
関
誌
の
発
行
等
普
及
事
業
の
実
施

・
栽
培
漁
業
な
ど
つ
く
り
育
て
る
漁
業
を
推
進

す
る
た
め
、
当
協
会
の
機
関
誌
「
茨
城
さ
い
ば
い

だ
よ
り
」
の
発
行
及
び
栽
培
漁
業
啓
発
用
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

よ
り
当
協
会
の
活
動
や
茨
城
県
栽
培
漁
業
セ
ン

タ
ー
の
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

・（
公
社
）
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
推
進
協
会
発

行
の
機
関
誌
を
関
係
団
体
に
配
布
す
る
と
と
も

に
、
関
係
中
央
団
体
の
予
算
陳
情
活
動
等
に
参
加

し
て
参
り
ま
す
。

・
茨
城
県
漁
業
研
究
協
議
会
や
茨
城
県
漁
業
士
会

に
助
成
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
　

 

養
殖
産
業
創
出
事
業

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
マ
サ
バ
養
殖
用
種
苗
生

産
試
験
に
用
い
る
採
卵
用
親
魚
の
搬
入
方
法
、
養

成
方
法
、
採
卵
方
法
等
の
技
術
開
発
を
行
い
ま
す
。

５



茨城さいばいだより 令和３年５月１日（P.2）

令 和 ２ 年 度 実 績
１．種苗生産魚種

種　名
生 産 実 績

放 流 ・引 渡 し 実 績 等
全長･殻長 数量

ヒラメ 112㎜ 68.0万尾 ・自前養成親魚の産卵不調により山形県から受精卵等を確保した。
・7/28〜10/21　 県内海域へ放流した。

アワビ
35㎜
30～40㎜
 5～25㎜

30.0万個
41.6万個
49.7万個

・放流用種苗として29.26万個を6/2〜9/30に県へ引き渡した。
・R3及びR4放流用種苗については、順調に育成中。
・R5放流用種苗については、10月に採卵を実施。

ア　ユ 60～70㎜ 11.06万尾
・3/24及び3/26に県へ引き渡した。
　（内訳）販売用 60〜70mm  10.71万尾
　　　　　親魚養成用 70mm   0.35万尾

２．技術開発魚種

種　名
技術開発規模（実績）

備　　　　　考
全長･殻長 数量

鹿島灘
はまぐり 0.6～9.0㎜ 607.5万個

○種苗生産技術開発事業
・餌料藻類の栄養価に着目し、市販の珪藻と水質安定効果や細
菌増殖抑制物質を分泌するとされる藻種を組み合わせて飼育
試験を行った。

・9/30、11/6に県へ引き渡した。
・県（水産試験場）が10/2にALC標識を付け鹿嶋市平井海岸
へ、11/6は無標識にて同海岸に放流した。

ソイ類 クロソイ
40.3㎜ 5,550尾

○種苗生産基礎技術開発事業
・天然親魚及び養成親魚から仔魚を得て生産した。
・6/4、7/6に県(水産試験場)に引き渡した。
・令和元年度種苗のクロソイ及びタヌキメバルを親魚候補とし
て養成している。

マコガレイ

40.5㎜
94.2㎜

20.4万尾
 3.6万尾

○種苗生産基礎技術開発事業
・令和元年度採卵種苗。
・新たな餌料系列による成長促進を図った。
・4/23〜6/18に県（水産試験場）へ引き渡した。
・放流効果向上を目指して一部の種苗を大型化した。

13～32㎜ 約60万尾
・令和2年度採卵種苗（令和3年度県へ引き渡し予定）。
・夜間給餌の比較試験を実施中。
・サイズ、数量は3月26日の測定値。

ナマコ 10〜113㎜ 2.1万個体

○新規種苗生産基礎技術開発事業
・県内の親ナマコの産卵期を特定するため、定期的に購入し、
成熟度調査を実施した。

・稚ナマコの成長にバラツキが見られたため、一部の種苗を継
続して飼育し、その後の成長・生残を確認した。

・2/22、3/29に県（水産試験場）へ引き渡した。

⑥
新
規
種
苗
生
産
基
礎
技
術
開
発
事
業（
ナ
マ
コ
）

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
次
表
を
生
産
規
模
と
す
る

ナ
マ
コ
の
種
苗
生
産
基
礎
技
術
開
発
を
行
い
ま
す
。

　
　

  

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
保
守
管
理
事
業

  

県
の
委
託
を
受
け
て
、
茨
城
県
栽
培
漁
業
セ
ン

タ
ー
の
機
械
設
備
の
定
期
点
検
、
夜
間
・
休
日
の

警
備
な
ど
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理
を
行
う
ほ
か
、

展
示
施
設
を
適
切
に
管
理
し
ま
す
。

　
　

 

栽
培
漁
業
普
及
事
業

　

茨
城
の
つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
普
及
啓
発
を
図

る
た
め
、
展
示
施
設
等
の
一
般
見
学
者
の
受
け
入

れ
の
ほ
か
、
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

①
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
へ
の
参
加

　

水
産
資
源
の
維
持
培
養
と
海
の
環
境
保
全
に
対

す
る
国
民
の
意
識
高
揚
等
を
図
る
第
40
回
全
国
豊

か
な
海
づ
く
り
大
会
（
令
和
3
年
10
月
3
日
、
宮

城
県
で
開
催
）
へ
の
参
加
を
支
援
す
る
た
め
、
同

大
会
茨
城
県
参
加
団
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

②
機
関
誌
の
発
行
等
普
及
事
業
の
実
施

・
栽
培
漁
業
な
ど
つ
く
り
育
て
る
漁
業
を
推
進

す
る
た
め
、
当
協
会
の
機
関
誌
「
茨
城
さ
い
ば
い

だ
よ
り
」
の
発
行
及
び
栽
培
漁
業
啓
発
用
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

よ
り
当
協
会
の
活
動
や
茨
城
県
栽
培
漁
業
セ
ン

タ
ー
の
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

・（
公
社
）
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
推
進
協
会
発

行
の
機
関
誌
を
関
係
団
体
に
配
布
す
る
と
と
も

に
、
関
係
中
央
団
体
の
予
算
陳
情
活
動
等
に
参
加

し
て
参
り
ま
す
。

・
茨
城
県
漁
業
研
究
協
議
会
や
茨
城
県
漁
業
士
会

に
助
成
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
　

 

養
殖
産
業
創
出
事
業

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
マ
サ
バ
養
殖
用
種
苗
生

産
試
験
に
用
い
る
採
卵
用
親
魚
の
搬
入
方
法
、
養

成
方
法
、
採
卵
方
法
等
の
技
術
開
発
を
行
い
ま
す
。

協 会 の 人 事 異 動 に つ い て
採用者 退職者よろしくお願いします。 お世話になりました。
■名　　　前	 小谷　千穂
■役職・担当	 普及啓発
■趣味・特技	 サイクリング
■好きな魚介類	 サバ・メヒカリ・イトウ
■自 己 P R	 鹿嶋生まれの鹿嶋育ちです。大好きな海に関われて
	 嬉しく思っています。栽培漁業について、楽しく分
	 かりやすく、お伝えできるよう頑張ります。

小谷部 麗子



茨城さいばいだより令和３年５月１日 （P.3）

１
．
は
じ
め
に

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
23
年
度
か
ら
30
㎜
サ

イ
ズ
2
万
尾
を
生
産
目
標
と
し
た
ソ
イ
類
の
種

苗
生
産
技
術
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
親
魚
候

補
と
し
て
、「
ク
ロ
ソ
イ
」、「
ム
ラ
ソ
イ
」、「
キ

ツ
ネ
メ
バ
ル
」、「
タ
ヌ
キ
メ
バ
ル
」
を
養
成
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
で
令
和
元
年
度
に

初
め
て
実
施
し
た
「
タ
ヌ
キ
メ
バ
ル
」
の
種
苗

生
産
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

２
．
タ
ヌ
キ
メ
バ
ル
と
は

　

タ
ヌ
キ
メ
バ
ル
は
キ
ツ
ネ
メ
バ
ル
と
混
同
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
１
年
に
別
種
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
全
長
は
25
〜
40
㎝

ま
で
成
長
し
、
北
海
道
か
ら
本
州
、
四
国
な
ど

に
広
く
生
息
し
て
い
ま
す
。
容
姿
は
キ
ツ
ネ
メ

バ
ル
と
よ
く
似
て
お
り
、
見
分
け
る
特
徴
と
し

て
体
側
に
明
瞭
な
暗
色
横
帯
が
あ
り
、
尾
鰭
後

縁
の
白
色
帯
が
広
く
な
っ
て
ま
す
。

　
３
．
親
魚
の
確
保
と
出
産
に
つ
い
て

　

タ
ヌ
キ
メ
バ
ル
の
親
魚
に
つ
い
て
は
、
当
セ

ン
タ
ー
で
は
保
有
し
て
お
ら
ず
、
3
月
に
ア
ク

ア
ワ
ー
ル
ド
茨
城
県
大
洗
水
族
館
か
ら
妊
娠
し

て
い
る
2
尾
の
親
魚
を
借
用
し
て
き
ま
し
た
。

　

4
月
に
入
る
と
タ
ヌ
キ
メ
バ
ル
の
お
腹
が
大

き
く
な
り
、
出
産
間
近
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

出
産
用
の
水
槽
へ
移
動
し
、
仔
魚
を
出
産
さ
せ

ま
し
た
（
ソ
イ
類
は
卵
胎
生
の
た
め
、
親
魚
の

母
体
か
ら
仔
魚
を
出
産
し
ま
す
）。
2
尾
の
親
魚

か
ら
合
計
16
万
尾
の
仔
魚
を
得
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
内
6
万
尾
が
死
産
で
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー

で
は
、
妊
娠
中
の
ス
ト
レ
ス
が
原
因
と
考
え
ら

れ
る
早
産
や
死
産
が
多
く
、
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
死
産
の
原
因
も
、
飼
育
環
境
の

変
化
や
輸
送
の
シ
ョ
ッ
ク
等
の
ス
ト
レ
ス
が
原

因
だ
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
無
事
に
産
ま
れ
た
仔

魚
に
つ
い
て
も
出
産
直
後
の
全
長
が
5
㎜
前
後

と
か
な
り
小
さ
い
サ
イ
ズ
で
産
ま
れ
ま
し
た
。

４
．
飼
育
管
理
に
つ
い
て

　

タ
ヌ
キ
メ
バ
ル
は
当
セ
ン
タ
ー
で
は
初
め
て

の
飼
育
で
あ
っ
た
た
め
、
飼
育
実
績
の
あ
る
ク

ロ
ソ
イ
の
飼
育
方
法
を
参
考
に
行
い
ま
し
た
。

基
本
的
な
飼
育
方
法
は
同
じ
で
、
毎
朝
、
仔
魚

の
状
態
と
水
槽
環
境
の
チ
ェ
ッ
ク
か
ら
始
ま

り
、
エ
サ
の
給
餌
、
底
掃
除
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

エ
サ
に
つ
い
て
は
、
産
ま
れ
た
日
か
ら
15
日

令
ま
で
最
初
の
エ
サ
と
な
る
ワ
ム
シ
、
5
日
令

か
ら
は
2
番
目
の
エ
サ
と
な
る
ア
ル
テ
ミ
ア
、

15
日
令
か
ら
は
配
合
飼
料
を
給
餌
し
て
飼
育
し

ま
し
た
。
ソ
イ
類
は
口
が
大
き
い
と
い
う
特
徴

が
あ
り
、
各
エ
サ
と
も
早
い
日
令
か
ら
給
餌
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
30
〜
40
日
令
頃
、
お
よ

そ
20
㎜
を
超
え
る
大
き
さ
に
成
長
す
る
と
、
魚

食
性
の
性
質
に
よ
り
、
共
食
い
が
始
ま
り
ま
す
。

大
き
い
個
体
が
小
さ
い
個
体
を
食
べ
て
し
ま
う

の
で
す
。
中
に
は
噛
み
つ
い
た
個
体
を
飲
み
込

む
こ
と
が
で
き
ず
、
口
に
く
わ
え
た
ま
ま
の
状

態
で
死
ん
で
し
ま
う
（
共
倒
れ
）
個
体
も
現
れ

ま
す
。
共
食
い
は
エ
サ
が
不
足
し
て
い
る
と
発

タ
ヌ
キ
メ
バ
ル
の
種
苗
生
産
技
術
開
発
に
つ
い
て

タ
ヌ
キ
メ
バ
ル
の
種
苗
生
産
技
術
開
発
に
つ
い
て

飯飯  

島
　
大

島
　
大  

和
（
魚
類
科
）　

和
（
魚
類
科
）　

写真：タヌキメバル　２才魚



茨城さいばいだより 令和３年５月１日（P.4）

生
し
や
す
い
た
め
、
こ
の
時
期
に
は
小
ま
め
に

給
餌
量
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
少
し
多
め
の
給
餌
量

に
な
る
よ
う
調
整
し
て
共
食
い
を
防
止
し
ま
し

た
。

ま
た
、
多
く
与
え
た
エ
サ
に
よ
り
水
質
が
悪
化

し
な
い
よ
う
に
、
水
質
の
チ
ェ
ッ
ク
や
底
掃
除

の
励
行
に
よ
り
清
潔
な
飼
育
環
境
を
維
持
す
る

よ
う
に
心
掛
け
ま
し
た
。

  

初
め
て
の
飼
育
で
順
調
と
は
言
え
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
60
〜
70
日
令
で
目
標
の
全
長
30
㎜
サ

イ
ズ
ま
で
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
タ
ヌ
キ
メ
バ
ル
種
苗
に
つ
い
て
は
、
同

時
期
に
生
産
し
た
ク
ロ
ソ
イ
種
苗
と
と
も
に
、

将
来
の
親
魚
候
補
と
し
て
当
セ
ン
タ
ー
で
引
き

続
き
飼
育
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
４
月
時
点
で
タ
ヌ
キ
メ
バ
ル
は
全

長
約
16
㎝
、
同
時
期
に
生
産
し
た
ク
ロ
ソ
イ
は

全
長
約
26
㎝
ま
で
成
長
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
順
調
に
成
長
し
て
2
〜
3
年
後
に
は
親
魚
候

補
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
　

  

最
後
に
タ
ヌ
キ
メ
バ
ル
親
魚
を
提
供
し
て
頂

い
た
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
茨
城
県
大
洗
水
族
館
に

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
茨
城
県
が
全
国
有
数
の

漁
獲
量
を
誇
る
鹿
島
灘
は
ま
ぐ
り
（
標
準
和
名
：

チ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ
、
以
下
ハ
マ
グ
リ
）
の

鹿
島
灘
は
ま
ぐ
り
種
苗
生
産
技
術
開
発
に
つ
い
て

鹿
島
灘
は
ま
ぐ
り
種
苗
生
産
技
術
開
発
に
つ
い
て

  

松松  

永
　
夏

永
　
夏  

希
（
貝
類
科
）　

希
（
貝
類
科
）　

種
苗
生
産
を
平
成
7
年
度
か
ら
県
の
委
託
を
受

け
行
っ
て
お
り
、
２
㎜
稚
貝
１
０
０
０
万
個
体

を
生
産
す
る
事
を
目
標
に
技
術
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。       

　

茨
城
県
内
の
ハ
マ
グ
リ
の
産
卵
期
は
年
に
よ

る
変
動
は
あ
り
ま
す
が
海
水
温
が
16
度
を
超
え

る
6
〜
9
月
頃
で
、
7
〜
8
月
頃
に
盛
期
を
迎

え
ま
す
。
ハ
マ
グ
リ
に
は
雌
雄
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
卵
と
精
子
を
海
水
中
に
放
出
し
、
受
精
が

行
わ
れ
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
茨
城
県
産
の

天
然
貝
を
用
い
採
卵
を
行
っ
て
い
ま
す
。
採
取

し
た
受
精
卵
は
約
24
時
間
後
に
孵
化
し
、
孵
化

し
た
幼
生
は
約
2
週
間
、
海
水
中
を
泳
ぎ
な
が

ら
餌
を
食
べ
成
長
し
ま
す
。

　

孵
化
直
後
の
幼
生
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
Ｄ

の
形
に
似
て
い
る
の
で
、
Ｄ
型
幼
生
と
呼
ば
れ
、

浮
遊
幼
生
の
間
は
面
盤(

写
真
○
部
分)

と
呼
ば

れ
る
も
の
を
使
い
、
泳
い
で
生
活
し
ま
す
。
そ

の
後
、
０
・
２
㎜
位
に
な
る
と
面
盤
が
無
く
な

り
、
砂
に
潜
る
生
活
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期

成長の推移（令和元年種苗生産）

写真①：浮遊幼生(D型幼生)
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は
、
沈
着
稚
貝
と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
の
時
期
は

砂
を
敷
い
た
別
の
水
槽
に
移
し
、
餌
を
与
え
て

約
3
〜
4
ヶ
月
間
か
け
て
飼
育
し
、
殻
長
２
㎜

位
ま
で
成
長
さ
せ
、
生
産
し
た
稚
貝
は
調
査
の

た
め
に
放
流
し
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
18
年
度
ま
で
は
概

ね
生
産
目
標
を
達
成
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成

19
年
度
か
ら
稚
貝
生
産
数
量
が
激
減
し
て
い
ま

す
。
生
産
数
量
が
激
減
し
た
要
因
と
し
て
浮
遊

幼
生
飼
育
期
間
に
お
け
る
細
菌
性
疾
病
の
可
能

性
が
示
唆
さ
れ
た
た
め
、
平
成
19
年
度
か
ら
は

減
菌
対
策
を
主
体
に
種
苗
生
産
を
行
い
ま
し
た

が
、
十
分
な
成
果
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
平
成
26
年
度
か
ら
は
、
改
め
て
量
産

技
術
を
確
立
す
る
こ
と
に
立
ち
か
え
り
、
減
菌

対
策
主
体
か
ら
シ
フ
ト
し
て
、
浮
遊
幼
生
に
与

え
る
餌
料
藻
類
（
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
）
の
栄

養
価
に
着
目
し
、
活
力
の
高
い
幼
生
、
稚
貝
を

作
る
と
い
う
方
向
の
下
、
最
も
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
浮
遊
幼
生
期
の
大
量
減
耗
回
避
の

た
め
の
飼
育
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
以
前
か
ら
浮
遊
幼
生
の
餌
と
し
て

使
用
し
て
い
た
イ
ソ
ク
リ
シ
ス
と
呼
ば
れ
る
藻

類
に
替
え
て
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
や
Ｄ
Ｈ
Ａ
等
の
栄
養
を

豊
富
に
含
ん
で
い
る
キ
ー
ト
セ
ロ
ス
・
カ
ル
シ

ト
ラ
ン
ス
と
呼
ば
れ
る
藻
類
を
与
え
て
飼
育
し

て
い
ま
す
。
ま
た
1
種
類
の
藻
類
の
み
を
与
え

る
だ
け
で
は
な
く
、
水
質
改
善
対
策
と
し
て
、

近
年
、
ナ
ン
ノ
ク
ロ
ロ
プ
シ
ス
と
呼
ば
れ
る
藻

類
が
水
質
安
定
効
果
を
有
す
る
こ
と
や
キ
ー
ト

セ
ロ
ス･

ネ
オ
グ
ラ
シ
ー
レ
と
呼
ば
れ
る
藻
類

が
細
菌
制
御
作
用
を
有
し
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
灯
や

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
と
い
っ
た
特
定
波
長
に
よ
り
培
養
し

た
方
が
よ
り
効
果
が
大
き
い
こ
と
が
解
っ
て
き

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
藻
種
も
一
緒
に

添
加
し
て
効
果
を
検
証
し
て
い
ま
す
。　

　

餌
料
藻
類
の
栄
養
価
に
着
目
し
た
試
験
を

始
め
た
平
成
28
年
以
降
、
低
迷
し
て
い
た
浮

遊
幼
生
の
生
残
率
が
向
上
し
、
１
０
０
〜

３
４
０
０
万
個
体
（
平
成
19
〜
27
年
）
か
ら

３
８
０
０
〜
８
５
０
０
万
個
体
（
平
成
28
年
〜

令
和
2
年
）
と
得
ら
れ
た
沈
着
稚
貝
数
も
増
加

し
、
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
2
年

度
は
約
３
８
０
０
万
個
の
沈
着
稚
貝
を
得
て
飼

育
を
行
っ
た
結
果
、
殻
長
０
・
６
〜
９
・
０
㎜

約
６
１
０
万
個
体
の
稚
貝
を
生
産
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

図：稚貝生産数量の推移
  （平成23・24年度は東日本大震災により種苗生産休止）

写真②：餌料藻類の培養風景 (50ℓ培養)
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令
和
2
年
度
は
キ
ー
ト
セ
ロ
ス
・
カ
ル
シ
ト

ラ
ン
ス
と
ナ
ン
ノ
ク
ロ
ロ
プ
シ
ス
の
組
み
合
わ

せ
を
浮
遊
幼
生
に
与
え
た
飼
育
例
で
最
も
良
い

成
績
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
、
浮
遊
幼
生
飼
育
が
好
成
績

で
あ
っ
た
の
は
、
キ
ー
ト
セ
ロ
ス
・
カ
ル
シ
ト

ラ
ン
ス
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
ナ
ン
ノ
ク
ロ

ロ
プ
シ
ス
ま
た
は
キ
ー
ト
セ
ロ
ス･

ネ
オ
グ
ラ

シ
ー
レ
の
効
果
な
の
か
、
そ
れ
と
も
混
合
し
た

給
餌
の
効
果
な
の
か
は
ま
だ
は
っ
き
り
し
て
い

な
い
た
め
、
今
後
も
給
餌
す
る
量
・
割
合
な
ど

を
検
討
し
て
飼
育
試
験
を
行
い
、
浮
遊
幼
生
飼

育
成
績
の
向
上
に
努
め
、
鹿
島
灘
は
ま
ぐ
り
種

苗
の
安
定
生
産
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

お
さ
ら
い

　

昨
年
発
行
さ
れ
た
『
茨
城
さ
い
ば
い
だ
よ
り

№
28
』
で
は
、
県
内
の
一
部
の
地
区
で
使
用
さ

れ
て
い
る
塩
ビ
パ
イ
プ
で
作
成
し
た
放
流
器
を

改
良
す
る
試
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。
改
良
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
暗
い
物
陰
を
好
む
ア
ワ
ビ
が
放
流

器
の
中
に
長
時
間
留
ま
る
こ
と
を
防
ぎ
、
で
き

る
だ
け
早
く
放
流
器
の
外
に
出
る
よ
う
に
す
る

と
い
う
も
の
で
、
具
体
的
に
は
放
流
器
の
中
に

光
が
入
る
構
造
に
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

今
回
は
、
昨
年
紹
介
し
た
放
流
器
を
さ
ら

に
改
良
し
、
ア
ワ
ビ
種
苗
の
放
流
現
場
に
普

及
で
き
る
よ
う
、
実
際
の
海
に
放
流
器
を
設

置
し
て
効
果
や
耐
久
性
を
検
証
し
た
結
果
を

紹
介
し
ま
す
。

　

続
：
放
流
器
を
使
っ
た
ア
ワ
ビ
の
放
流

　

続
：
放
流
器
を
使
っ
た
ア
ワ
ビ
の
放
流

（
茨
城
県
水
産
試
験
場
定
着
性
資
源
部
　
荒

（
茨
城
県
水
産
試
験
場
定
着
性
資
源
部
　
荒  

山山    

和和  

則
）　
則
）　

試
験
に
用
い
た
放
流
器

  

今
回
用
意
し
た
放
流
器
は
、
光
が
内
部
に
差

し
込
ま
な
い
現
行
の
放
流
器
（
図
１
内
①
：
塩

ビ
パ
イ
プ
未
加
工
型
）
と
、
光
が
内
部
に
差
し

込
む
３
タ
イ
プ
の
改
良
型
放
流
器
（
図
１
内

②
：
透
明
パ
イ
プ
型
，
図
１
内
③
：
塩
ビ
パ
イ

プ
│
ト
リ
カ
ル
ネ
ッ
ト
型
，
図
１
内
④
：
塩
ビ

パ
イ
プ
│
透
明
フ
ィ
ル
ム
型
）
を
各
４
個
ず
つ

の
合
計
16
個
で
す
。
こ
の
う
ち
③
と
④
は
塩
ビ

パ
イ
プ
に
大
き
く
窓
を
開
け
、
そ
こ
に
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
ト
リ
カ
ル
ネ
ッ
ト
と
厚
手
の
ビ
ニ

ル
シ
ー
ト
を
ね
じ
止
め
す
る
加
工
を
施
し
て
い

ま
す
。

  

求
め
ら
れ
る
放
流
器
の
性
能
は
、
種
苗
が
放

流
器
か
ら
早
く
出
る
ほ
ど
よ
い
と
い
う
こ
と
に

図１．試験に用いた4タイプの
放流器．左上から右下に向かっ
て順に①塩ビパイプ未加工型，
②透明パイプ型，③塩ビパイ
プ－トリカルネット型，④塩
ビパイプ－透明フィルム型．
放流器の下には沈設用ブロッ
クを取り付けている．
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な
る
の
で
、
放
流
器
を
海
に
沈
め
て
か
ら
、
ど

れ
く
ら
い
の
時
間
で
種
苗
が
放
流
器
か
ら
外
に

出
る
か
を
調
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
場
へ
の
普

及
に
は
、
耐
久
性
に
優
れ
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
た
め
、
破
損
状
況
も
確
認
し
ま
し
た
。
試
験

を
行
っ
た
の
は
7
月
で
、
水
温
は
20
℃
、
試
験

地
点
の
水
深
は
約
１
・
５
ｍ
以
浅
、
時
間
帯
は

昼
の
13
時
か
ら
夜
の
21
時
ま
で
と
し
ま
し
た
。

高
性
能
な
放
流
器
は
ト
リ
カ
ル
ネ
ッ
ト
型

　

試
験
の
結
果
、
塩
ビ
パ
イ
プ
未
加
工
型
（
図

１
内
①
）
以
外
の
３
タ
イ
プ
の
放
流
器
か
ら
は

速
や
か
に
種
苗
が
出
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
（
図
２
）。
理
由
と
し
て
は
、
暗
が
り

を
好
む
ア
ワ
ビ
種
苗
に
と
っ
て
塩
ビ
パ
イ
プ
未

加
工
型
の
内
部
は
暗
く
、
移
動
す
る
必
要
が
な

い
状
態
で
あ
る
の
に
対
し
、
残
る
３
タ
イ
プ
の

放
流
器
は
上
方
か
ら
内
部
に
光
が
差
し
込
む
こ

と
で
移
動
が
促
さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
一
方
、
放
流
器
の
耐
久
性
で
い
え
ば
、
④

の
透
明
フ
ィ
ル
ム
型
は
短
時
間
で
も
破
損
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

以
上
の
試
験
結
果
か
ら
、
こ
れ
ら
放
流
器
の

な
か
で
最
も
推
奨
で
き
る
も
の
は
、
加
工
に
手

間
は
か
か
る
も
の
の
、
塩
ビ
パ
イ
プ
未
加
工

型
に
比
べ
て
１
本
あ
た
り
の
追
加
費
用
が
約

１
０
０
０
円
と
そ
れ
ほ
ど
か
か
ら
ず
、
か
つ
耐

久
性
も
あ
っ
た
ト
リ
カ
ル
ネ
ッ
ト
型
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
試
験
に
よ
っ
て
、
放
流
器
を
用
い
た

種
苗
放
流
を
こ
れ
ま
で
よ
り
も
効
果
的
に
行
え

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ア
ワ
ビ
資
源
を
将

来
に
わ
た
っ
て
大
切
に
利
用
し
て
い
く
た
め
に

は
資
源
管
理
が
不
可
欠
で
あ
る
一
方
、
良
質
な

人
工
種
苗
を
害
敵
か
ら
守
り
、
無
駄
な
く
丁
寧

に
放
流
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
回
紹
介
し

た
放
流
器
が
現
場
で
活
躍
し
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
人
工
種
苗
が
ア
ワ
ビ
資
源
の
維
持
増
大
に
貢

献
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。図2.　4タイプの放流器におけるアワビ種苗の平均脱出個体数の

経時変化．個体数が少ないほど早く脱出したことを示す．


